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1.自然再生の進め方（案）

高山地区

焼山地区
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・土砂堆積等により本川と分断された「たまり」を再度、本川とつなげることで、魚類の生
息場となる「ワンド」を再生する。

・地盤高は、10年に1回の渇水時にも、魚類が生息できるような水深として、50cm程度確
保できるようにする。

（50cmは以下の情報を参考にした）

○渇水時の瀬におけるアユ等魚類の移動・

産卵に必要な水深として30cm程度

○H23.7月出水の土砂堆積は30～40cm程度

・水際は、ヨシ等の水生植物が定着しやすいよう

緩勾配とし、1:10程度を目安とする。

1.1高山地区・焼山地区の再生工法

現地、及び文献からの情報

・ヨシの生育限界は、水深0.8m程度 ※文献値

・多様な湿生植物が生育できるには、緩勾配
が望ましい。

・干乾びない水位が重要。

・10年以上維持されているワンドの形状
は、以下。

水面幅 20m程度、延長400～600m、
水深 1.5m程度

整備形状の考え方

1.1.1 ワンド等湿地の基本的な整備形状の考え方

ヨシ

▽平水位

▽1/10渇水位

50cm

整備イメージ

ヨシの生育水深
最大80cm

1：10程度

豊かな湧水を活用したワンドの再生
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1.2 焼山地区 （１）現状

・昭和20年代までは旧河道が残っていて、豊富な湧き水があり、イトヨの産卵場だった。
・その後、地元自治体が公共事業発生土による埋立てを行った。
・現在は、水深10cm程度、泥が90cm程度堆積している。魚は外来種カムルチー等のたまりの魚が数種生息するのみ。
・ただし、水温が周囲より2～6℃程低い箇所があり、湧水が湧出しているものと考えられる。

たまり

水路の流れは、
ごくわずか

水路は植生に覆
われている

・水は濁っている
・鳥類（サギ類）の利用を確認

Ｓ22年

湧水が豊富で、イトヨ
の産卵場だった。

H17年

旧河道が残っている

地元自治体による公共事
業発生土の埋立て

S50年

100m

ゲンゴロウブナ×1
ギンブナ×23
モツゴ×61
カムルチー×2
クサガメ多数
ウシガエル幼生多数

ギンブナ×1
カムルチー×1

周囲より水温が
2～6℃低い

カムルチー ※外来種

モツゴ

流量
0.1576 l/s
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（2）焼山地区の整備形状（案）

・水面をできるだけ広く取ることとし、幅の広い部分・狭い部分を設けることで、多様性を創出する。

・治水安全性を考慮し、法尻から40mの範囲（堤防防護ラインの2倍）は掘削しない。

・掘削土は、右岸側（図左側）に盛土し再利用する。

水面幅に変化をつけ、多様性を確保

治水安全性を考慮し、堤防法
尻から40mの範囲は、掘削せ
ず盛土する。

横断面測線
法尻から20m（堤防防護ライン）
法尻から40m（防護ラインの２倍）

既存の橋は存置

掘り込むことにより、イトヨの生息に必
要な湧水が増えることを期待

100m
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（3）焼山地区の整備形状の考え方

条 件：

①4～6月イトヨの産卵期に水位が
あること

②年間を通して水涸れしない深さ

③ヨシ等のイトヨが産卵に利用で
きる水生植物が生育できる河岸
勾配とする。

考え方：

①掘削後の湧水量が予測できない
ため、本川水位で水面維持され
るよう設定する。

②ワンドの最深河床高は、以下の
水位のうち、いずれか低い方よ
り、更に50cm低く設定

・渇水位の10ヵ年最低値

・4～6月の渇水位相当の

10ヵ年最低値

③少なくとも片岸側は、できるだ
け緩勾配とし、水生植物の生育
幅を増やす。

※今後、試掘などして、湧水量を予測することも
検討中。

現状のヨシ原をバッファ
ゾーンとして10m程度残
す。

渇水時にもイトヨ等、水生生物が利用でき
るよう、最深河床高を過去10ヵ年の最低渇
水位等より50cm程度低く設定。

掘削土で堤防付近の護岸を
補強。ヨシの再生を促すため、
掘削表土を再利用。

施工前

施工後

旧河道が埋立てられている。

水質の悪化した浅いたまり

水中に、ミクリ等、沈
水植物が繁茂

条 件

考え方

▽ 河床高 0.0m

1：10

堤防防護20m

防護の2倍 40m

▽ 1/10渇水位 0.50m
▽ 平水位 1.0m

できるだけ斜面を緩勾配
（1：10程度）とし、ヨシの定
着幅が広くなるようにする。

0.47m ▽ 4～6月の1/10渇水位相当
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1.3 高山地区 （1）現状
・昭和年代は、全体がワンドとしてつながっていたが、徐々に土砂が堆積し、平成以降、本川と分断された。

・現在のたまりは比較的、長期間、維持されている。

・Ｈ21年度に繁茂した樹林を伐採したが、H23出水では30～40cm程度の泥が堆積。

・水温の低い場所はみられず、湧水の湧出量はほとんどないと考えられる。

S43年 ワンド・たまり

23.0k

H5年 ワンド・たまり

23.0k

H22年 ワンド・たまり

23.0k

砂礫河原にワンドが形成

更に土砂堆積・樹林化
が進行

徐々に土砂堆積・樹林化

ワンド・たまり

H24年空撮

23.4k

H23.9.12

かつての水路は
土砂堆積し、ワン
ドは分断された

H23.9.12

Ｈ23.7月出水
により更に土
砂が堆積

23.4k

H.W.L 12.80
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23.4kの横断面
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徐々に土砂が堆積。
最も深いS56年でTP2.4m

他のワンドは埋没
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（2）高山地区の整備形状（案）

①水路を掘り込み、本川とつなげることにより、魚類等が行き来できるようにす
る。

②そのため、既存の「たまり」、かつての水路跡をできるだけ活かす。

③また、掘削しても又、埋め戻るだろうと懸念されるため、水路部の再埋没を防
ぐための周辺地盤の切下げを併用する。

④なお、将来的には、自然の営力による砂礫河原の再生を行い、ワンド維持を行
うものである。

整備後水面

H24年空撮

かつての水路
を掘り込み、本
川と接続

水面幅に変化をつけ、
多様性を創出

整備形状横断面測線

再び埋まらないように
水面幅を広く確保

出水時に撹乱が生じ、
水路が維持されるよう、
切り下げ

平水位 3.94
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将来的には、自然の営力
による砂礫河原の再生

水際の比高：約3m

上流側（24.0k）

下流側（23.4k）

水際の比高：約3.5m

下流側ほど水際までの比高が低い

23.4k横断面測線

切り下げ

阿賀野川
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（3）高山地区の整備形状の考え方

条 件：

①ウケクチウグイ等の仔稚魚の生
息・生育に利用できるよう、年
間を通して、水涸れしない深さ

③魚類の産卵、仔稚魚の隠れ場所
に利用できる水生生物が生育で
きる河岸とする。

考え方：

①ただし、掘削後の湧水量が予測
できないため、本川水位で水面
維持されるよう設定する。

②ワンドの最深河床高は、1/10渇
水位より50cm低く設定

③たまり部の片側は、できるだけ
緩勾配とし、水生植物の生育適
地を増やす。

水生植物の生育適地は、水
位変動に左右されるため、で
きるだけ斜面を緩勾配（1：11
程度）とし、生息適地が広く
なるようにする。

水際にヨシ等の水生植
物が繁茂、仔稚魚が捕
食者から逃れられる。

施工前

施工後

徐々に土砂が堆積している。

水質の悪化した「たまり」

渇水時に干しあがらないよう1/10
渇水位より50cm低く設定 水中に、ミクリ等、沈水植

物が定着
水深0.8ｍ程度の区間ま
で、ヨシが定着

ヨシの間に、カワヂシャ等
が生育

条 件

考え方

▽ 平水位4.21m

▽ 1/10渇水位2.9m 1：3程度 1:10
▽ 河床高2.4m
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1.2 砂礫河原の再生工法

条 件：

①サケの産卵は、水深0.3～0.5m程
度 ※現地調査

②カワラハハコの生育比高は、今年
度現地調査を実施

③河原は、平水位＋1.5m以下に成立
※現地観察

④平水位まで掘削すると、河床が動
きやすい

※数値モデルでの計算。最小年最
大流量時で無次元掃流力τ*=0.05
以上

①地盤高は、「平水位 ～ 平水位
+1.5m程度」までの範囲に切り下げ
る。

②水際は、ややなだらかに切り下げ、
水深0.5m程度の浅場を形成する。

施工前

施工後

条 件

考え方

サケの産卵場は
0.5m深

平水位高まで掘削すれば、
河原は維持されやすい

河原が成立するのは、概
ね、平水位＋1.5m以下

冠水頻度が低下し、
樹林化が進行

澪筋が固定化し、
比高差が拡大
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1.3 魚道の整備工法

①小阿賀樋門直下に集
まった魚類が阿賀野川
に遡上できるようにす
る。

①３つの樋門のうち、１
つに魚道を設ける。

②魚道は遊泳力の弱い魚
類（アユ等）でも遡上
可能な設計とする。

③水位に応じて、高さ調
節可能な構造とする。

条 件

考え方

下流から見た図

横断図 最小勾配時（1／35）

下流

小阿賀野川

上流

小阿賀樋門内

下流

小阿賀野川

上流

小阿賀樋門内

上流

小阿賀樋門内

下流

小阿賀野川

浮力体

浮力体

角落しゲート

角落しゲート

横断図 最大勾配時（1／10）

平面図
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2.1 他河川における連携事例①
魚など水中の生きものに対して

・子どもたちによる、タモ網を使った生きもの調査【北海道 千歳川】

・住民による、魚道を遡上数した魚の数や大きさ等の計測【大阪府 大和川】

2.地域との連携方法

タモ網を使った生きもの調査 【北海道千歳川】

出典：株式会社 エコテックＨＰ、http://www.ecotech.ne.jp/images/111213.pdf

魚道を遡上数した魚の数や
大きさ等の計測
【大阪府大和川】

参加者：小学生、水辺の楽校関係者等
参加者：大和川水環境パートナー（住民公募） 等

出典：国土交通省大和川河川事務所ＨＰ
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2.1 他河川における連携事例②
魚など水中の生きものに対して

・住民・大学・有識者等による、アユの産卵場づくり【大阪府大和川、兵庫県武庫
川】

・ＮＰＯ、漁協等による、アユの遡上範囲調査【埼玉県 荒川】

瀬おこしによるアユの産卵場づくり 【大阪府大和川】

出典：国土交通省大和川河川事務所ＨＰ

参加者：大阪市立大学、近畿大学、大和川天然アユ研究
会、大和川市民ネットワーク 等

標識アユの放流と調査結果マップ 【埼玉県荒川】

出典：NPO法人荒川流域ネットワークＨＰ、あらかわ10号
http://www.arariver.org/uploads/photos/48.pdf 

参加者：NPO法人荒川流域ネットワーク、漁協 等
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2.1 他河川における連携事例③

水辺の利用では、

・整備した河川公園での、彼岸花の植栽と芋煮会【福岡県 遠賀川】

・川の環境・防災広報イベントと合わせた芋煮会【山形県 最上川水系 馬見ヶ崎川】

・サケの観察と健康ウォーキング【島根県 江の川】

河川敷公園での彼岸花の植栽と芋煮会 【福岡県遠賀川】

出典：国土交通省遠賀川河川事務所ＨＰ

参加者：地域住民、犬鳴川みどりの会

主催：教育委員会
【島根県江の川】

川の環境・防災広報イベントと合わせた芋煮会
現在は「日本一の芋煮会フェスティバル」として実施中

【山形県最上川水系馬見ヶ崎川】
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2.2 阿賀野川における住民と連携した活動状況

・調 査：身近な水環境水質調査（パックテスト等による簡易水質調査）

川の通信簿（市民の目線による河川空間等の点検・評価）、河川環境保全モニター

・体験学習：水辺の学校における自然観察・稚魚放流等

・清 掃：クリーン作戦

大和水辺の楽校
・川の通信簿※
（一般応募者）
・サケの稚魚放流等
（大和小学校）

松浜橋
・身近な水環境の全国一斉調査
（ＮＰＯ法人新潟水辺の会）

阿賀野川ふれあい公園
・川の通信簿※
（一般応募者）

阿賀野川緑地公園
・川の通信簿※
（一般応募者）

阿賀野川公園
・川の通信簿※
（一般応募者）

阿賀野川床固公園
・川の通信簿※
（一般応募者）

水辺プラザ
・川の通信簿※
（一般応募者）
・阿賀野川フェスティバル
（地域住民等）

阿賀野川河川公園
・川の通信簿※
（一般応募者）

松浜水辺の楽校
・川の通信簿※
（一般応募者）
・自然観察等
（松浜小学校）

馬下橋
・身近な水環境の全国一斉調査
（ＮＰＯ法人新潟水辺の会）

横雲橋
・身近な水環境の全国一斉調査
（ＮＰＯ法人新潟水辺の会）

阿賀浦橋
・身近な水環境の全国一斉調査
（ＮＰＯ法人新潟水辺の会）

小阿賀野川
・身近な水環境の全国一斉調査
（小阿賀未来の会）

凡

例

実施場所

・実施内容

（団体名）

実施内容（団体名）

青字：調査等

赤字：体験学習等

緑字：清掃等

黒字：その他

大阿賀橋
・花文字作り
（岡方さがし隊）

河口～沢海床固付近
・清掃（クリーン作戦）
（阿賀野川をきれいにする会）

新潟市秋葉区
・清掃（クリーン作戦）
（地域住民）

※5年に1回実施

早出川
・身近な水環境の全国一斉調査

（五泉トゲソの会）

ゴミマップ

＜阿賀野川をきれいにする会＞

新潟市津島屋第一、新潟市津島屋第二、新潟市新元島、新潟市一日市、新潟市中興野、新潟市江口、新潟市太子堂、新潟市森下、新潟市大迎、
新潟市松浜みなと、新潟市松浜７丁目、新潟市津島屋寿会、新潟市みなと長寿会、新潟市松浜婦人会、新潟市高森自治会、新潟市太子堂老人
クラブ、阿賀野市北地区老人クラブ、阿賀野市老連深交会、阿賀野市阿賀クラブ、松浜内水面漁業協同組合、濁川漁業協同組合、大形漁業協
同組合、松浜内水面漁業協同組合大江山支部、岡方漁業協同組合、横越漁業組合、新潟市津島屋・下山、新潟市細山、新潟市木津（左岸）、新
潟市横越（左岸）、新潟市横越（右岸）、新潟市小杉、新潟市沢海、新潟市高森・森下、新潟市三ツ屋大久保、新潟市大迎、阿賀野市下黒瀬、本
所阿賀野川河川愛護会、津島屋消防団、津島屋川と親しむ会、新潟フライングクラブ、阿賀野川マリンクラブ、ショアジェットチーム

阿賀野川フラワーライン
・おもっしぇいぞ阿賀野川
（地域住民等）

直轄管理区間全域

・河川環境の監視等
（河川環境保全モニター ）

樹木伐採
・公募伐採、伐採木引き取り
（地域住民）
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2.2 阿賀野川における住民と連携した活動状況

・阿賀野川クリーン作戦、樹木の公募伐採、水辺の楽校での環境学習 など

住民目線での整備箇所の評価【川の通信簿】水辺のふれあい活動【松浜水辺の楽校】

阿賀野川クリーン作戦 伐採した樹木の引き取り
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2.3 新潟市における住民と連携した活動状況

名称 東区区民ふれあい祭 団体名
東区区民ふれあい
祭実行委員会

場所
新潟市本所（阿
賀野川河川公園）

活動

回数
年1回

参加

人数
7,000人

活動

内容

・区民等の芸能ステージ

・ＰＲ及び販売ブース

（地震体験車、消防車両、排水ポンプ車等の展示など）

（活動状況）

今後の予定等

・未定

※毎回、実行委員会を立ち上げて開催等を決定する。

芸能ステージ 排水ポンプ車の展示
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2.3 新潟市における住民と連携した活動状況

名称 おもっしぇぞ阿賀野川 団体名
阿賀野川ブランド
確立推進事業実行
委員会

場所
新潟市江南区

沢海地先

活動

回数
年1回

参加

人数
1,200人

活動

内容

・体験コーナー：船下り、魚のつかみどり、ウオーキングスタンプラリーなど

・PR活動：地震体験、降雨体験など

・フットサル大会：江南区ジュニアーサッカークラブリーグ戦

・地域特産直販コーナー：川ガニ、秋野菜、コメ、切り花など

（活動状況）

今後の予定等

・自転車道が完成する来年度は、自転車を使うイベントを開催したい。

船下り 魚のつかみどり
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（活動状況）

2.3 新潟市における住民と連携した活動状況

名称 秋葉区一斉クリーン作戦 等 団体名
秋葉区青少年育成
協議会、満日地区

場所
磐越自動車道～
当部運動広場 等

活動

回数
年1回

参加

人数
約640人

活動

内容

・阿賀野川河川敷や東バイパス（磐越自動車道～東部運動広場）のゴミ拾い

・阿賀野川堤防の石碑，大安寺集落センター及び各家庭での花の苗植え

・地区内のクリーン作戦

今後の予定等

・今後も継続予定

河川敷でのごみ拾い 花の苗植え
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2.4 五泉市における住民と連携した活動状況

名称 さといもまつり 団体名
さといもまつり
実行委員会

場所
早出川三本木大
橋上流左岸

活動

回数
年1回

参加

人数
1,500人

活動

内容

・大いも煮会

・野菜等の即売

（活動状況）

今後の予定等

今後、継続していきたい。

会場風景 会場風景
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2.5 阿賀野市における住民と連携した活動状況

名称
H24 赤坂小学校鮭稚魚放流事
業

団体名 赤坂小学校 場所
「大和水辺の楽
校」小浮地先

活動

回数
年１回

参加

人数
２０人

活動

内容

・赤坂小学校の総合的学習時間の一環として、鮭の人工授精・ふ化・方流に取組み

・平成２３年度に県事業「小学校への地域の環境学習支援事業」に指定される

（活動状況）

今後の予定等

・今後も継続的な事業として推進していきたい。

サケの稚魚を取り分けている様子 放流の様子
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2.6 五泉トゲソの会の活動状況 様式１

詳細は、「地域と連携した河川の活用と管理」資料をご覧下さい。
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2.7 地域との連携における課題（１） 様式１

自治体へのヒアリングに基づく、地域連携における課題として、
以下のようなことが挙げられる。

・参加者の安全確保（交通事故、熱中症等）

・ＰＲ不足

・参加者不足（特に子供）

・イベント内容のマンネリ化

・スタッフの人数不足

・駐車場不足による会場内及び道路（堤防）の慢性的な渋滞発生
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2.7 地域との連携における課題（２）
・行政、ＮＰＯ、住民等は、地域や川を良くしたいとの共通の目標を持っている。

・行政、ＮＰＯ等にとっては、さらに事業活動展開したいが、人手不足、予算不足。

・住民やＮＰＯの中には、積極的に関わりたい人もいるが、そこに情報が伝わり難く、
きっかけが少ないため、連携した取り組みが広がりにくいという課題がある。

NPO活動

住民個人

▲▲市
イベント

NPO活動

住民個人
住民個人

▲▲市
まちづくり事業

国
環境事業

住民個人

●●市
イベント

共通の目標 ・地域を良くしたい

・川の環境を良くしたい

共通の悩み 【行政、NPO、団体】
・もっと人に来て欲しい、使って欲しい

・人手不足

・予算不足

【住民、有識者、NPO、団体】
・関わりたいがどうして良いか分からない

共通の望み 【行政、NPO、団体】
・連携できるなら、一緒にやりたい

・連携により人手・予算を軽減したい

【住民、有識者、NPO、団体】
・関わるきっかけが欲しい

・わずかでも予算措置があると良い

有識者

阿賀野川沿川の様々な主体と
課題のイメージ

団体活動

住民個人

たくさん来て
欲しい

知らなかった

関わって
欲しい

きっかけ
がない

一緒に活動し
て欲しい

きっかけがな
い、知らな
かった

連携できないか

連携できな
いか

連携できるよう
な仕組みが分
からない

連携できないか

関わって
欲しい

きっかけ
がない

知らなかった

きっかけがな
い

住民個人

関わって
欲しい

どう関われば
よいか不明 検討会等での

助言

●今後どのようなことをしたら環境が良くなるか？
中学生 １位『川や水辺をきれいにする』６３％、H18五泉市アンケート
●環境保全に対する取り組みについて今後の重要度は？
中学生 １位『瓢湖や近所の川、湧き水などのきれいさ』６１％、H23阿賀野市
●河川の改修整備を行う場合、何を重視して行うべきか？
１位『動植物の生息や景観に配慮し、多少費用がかかっても工夫する』４８％、
２位『動植物の生息環境に配慮し、できるだけ自然なままにする』３９％、Ｈ２３新潟県
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・阿賀野川、早出川を活かした地域づくりを進めるため、地域住民や地方自治体と
河川管理者との連携を進めていく。

・自然再生や川とのふれあい、環境学習等では、施策やイベントの連動・共同開催
など、相互に相乗効果が得られるような取り組みを進めていきたい。

2.8 地域連携の今後の進め方（案）

地域連携の進め方イメージ



国土交通省
阿賀野川河川事務所

25

3.モニタリング方法
・モニタリングは、｢日常｣、｢短期｣、｢中長期｣の３種類で実施。
・日常とは、川の環境に大きな変化が生じていないかの監視。
・短期とは、自然再生等の整備に合わせ、影響がないか、効果が現れているかを検証する詳細調査。
・それぞれで、地域との連携が図れないか検討していきたい。

日常
モニタ
リング

・日常的に川の環境の状態を監視

・河川巡視や地域住民、市民団体
等と連携して実施

短期
モニタ
リング

・整備による影響や効果を把握

・整備の事前・事後に、物理環境
や生物環境を可能な限り定量的
に評価

中長期
モニタ
リング

・中長期的な環境変化の把握

・河川水辺の国勢調査や定期縦横
断測量等の結果を活用

・河床低下、比高差の拡大、樹林
化の進行が、河川環境の悪化要
因であることから、縦横断測量
や植生調査の結果等を中長期的
に監視

自然再生計画
・河川環境の課題
・自然再生の整備メニュー
・地域連携など

事前モニタリング調査
・物理環境調査
・生物環境調査

事後モニタリング調査
・物理指標に関する検証
・生物指標に関する検証

中期的な環境変化の検証
・河川水辺の国勢調査
・定期縦横段測量など

河川環境整備の実施

整備効果の検証

知
見
の
蓄
積
・効
果
検
証
・フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

効率的なモニタリングの継続

短
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
概
ね
５
年
程
度
）

中
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

（
５
〜
10
年
程
度
）

日
常
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

日
常
的
に
環
境
の
状
態
を
把
握

短
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
（
概
ね
２
〜
３
年
程
度
）

中
長
期
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

表 モニタリング方法
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3.1 モニタリング計画（案）

種別 自然再生メニュー
モニタリング内容

地域との連携（案）
調査目的 評価指標 調査時期

日常 川の状態の監視 川の状態の把握 ・水位、流量、河川管理施設機能 常時 定点写真、河川環境保全モニター

短期 ワンド等湿地の保全・再生

【指標種】
ウケクチウグイ、トミヨ

、ヨシ等湿生植物
【評価軸】
魚類の種数

湧水、水質、底質等
の状況把握

・水温、下層DO、湧水量 等 夏期 ＜地域住民＞
・水温観測補助

魚類、外来魚、周辺
植生等の生息・生育
状況、確認種数等の
把握

【魚類】
・魚類の種、体サイズ、数量。ト
ミヨの場合は営巣状況

【周辺植生】
・植物の種、被度、水面カバー、
抽水状態

【魚類、外来魚】
トミヨは４～６月、春期

、夏期
【植物】
夏期～秋季

＜地域住民＞
・調査記録補助

砂礫河原や瀬と淵が交互に
連続する河川形態の保全

土砂の堆積状況、出
水前後の変化の把握

・砂礫河原の面積
・河床材料
・土砂の堆積状況

夏～秋期（出水状況に応じ
て実施）

＜地域住民＞
・現地計測補助

【指標種】
カワラヨモギ－カワラハ

ハコ群落、コアジサシ、ア
ユ、サケ等
【評価軸】
河原面積、上記生物の生

息数や生育面積

河原固有生物の生息
・生育・繁殖状況、
外来植物の侵入状況
、魚類の産卵場の把
握

【植物】
・河原固有植物の種と分布面積
【外来植物】
・外来種の種と数量
【鳥類】
・コアジサシ、コチドリ等鳥類の
繁殖行動

・コハクチョウの休息・飛来数計
測

【魚類】・アユ、サケ等の産卵場

【植物、外来植物】
秋期

【鳥類】
夏期、冬季

【魚類】
・アユ、サケ等の魚類

＜地域住民＞
・植物調査補助
・魚類産卵場調査補助
・鳥類調査補助
＜NPO等＞
・魚類産卵場の調査委託
・鳥類の調査委託
＜有識者等＞
・環境課題に対する共同調査、研
究、研究成果の発表

連続性の確保
【指標種】アユ、サケ、サ
クラマス、モクズガニ 等
【評価軸】遡上数

回遊魚等の遡上量、
遡上行動の把握

【魚類、底生動物】
・刺網、ビデオ撮影 等

【魚類】アユ（4～6月）、
サクラマス（春期）、サケ
（11～12月）
【底生動物】
モクズガニ（春～初夏期）

＜地域住民＞
・魚類計測補助

中長期ヨシ等水際湿地の保全、
在来生物の生息環境の保全

河川水辺の国勢調査
＜NPO等＞魚類産卵場の調査委
託、植物や鳥類の調査委託 等

河道形状、施設の状態確認
等

定期縦横断測量、堤防点検、施設点検、川の通信簿 等
＜地域住民＞川の通信簿、新しい
水質指標による調査等

・自然再生では、整備効果を把握するための、短期モニタリングを実施する。

・指標種を絞り込むことで、必要最小限の調査とする。

表 自然再生事業における短期モニタリング計画（案）
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・鳥類調査を、鳥類団体の観察会と連携

・河道変化の予測・評価を大学と共同研究

・トンボや魚類調査を、子ども会や小学校の観察会と連携

・魚類調査を、川遊び・川とのふれあいイベントと連携

・サケやアユの遡上数カウント。サケ増殖の取り組み解説

・整備箇所や川の風景を定期的に写真撮影

・船上から、河岸の護岸・植生、不法係留等を巡視

・市や市民団体のまつりやイベントに合わせ、

近くの河原で、魚類調査し、捕れた魚を生きもの展示

・サケの産卵観察と芋煮会イベント。伝統漁法「ナガシカ
ギ」の実演観察

【砂礫河原】

【ワンド】

【早出川】

【魚道】

【巡視・監視】

【観光イベント】

・例えば、各企画に相互参加する形での取り組みから進めることが考えられる。

3.2 地域と連携した取り組み・モニタリングイメージ

注記：上記は、意見交換を進めるためのイメージであり、実際の団体・場
所での取り組みが予定されているわけではありません。


